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停 滞 す る 電 子 文 書 化 の 普 及

ビジネス文書を電子化し、印刷コストや保管スペースの削減をしたい、文書の

検索・共有化をしたいというニーズは、パソコン普及初期から存在するものだ。当

時は実現困難だったものが、著しい IT の進化によって現実的な話となった。そして、

2005 年に施行された「e -文書法」によって保存義務のある文書の電子化を認め

られるようになり、電子文書化の普及は一気に加速したように見えた。しかし文書

の電子化をした企業は大企業や一部の業種に留まり、その割合は小さい。

なぜ電子文書化が進まないのだろうか。コスト削減・スペース確保・業務効率化・

保存義務文書の電子文書対応…導入動機となるメリットは充分なほどあるはずだ。

そして既にソフトウェア・ハードウェアは共に出揃っていると言っていいだろう。

では導入の躊躇う企業は何をハードルと感じてるのだろうか。ヒアリングした結果、

次のような課題が導き出された。

・文書管理のためのソフトウェアや文書を電子化するための

  ドキュメントスキャナーが高額である

・過去に集積した文書が多すぎて電子化するのに多大な時間が掛る

・パソコンスキルの低い社員には操作の習熟ができない

また、実際に導入した企業においても、文書の電子化作業や検索のための項目入力などに手間が掛かる、操作が難しく覚えら

れないといった課題により、導入に多大な手間とコストを掛けたにも関わらず、一部の社員の間でのみ定着・または全く活用され

なくなってしまったという企業も少なくはない。

さて電子文書化は時期尚早なのだろうか。

解 決 さ れ つ つ あ る 課 題

しかし 2005 年の e -文書法施行か

ら 5 年、競争の波の中で電子文書管

理ソフトは低価格化が進んでいる。ま

たその機能を充実・洗練させており、

導入企業が悩まされてた数々の課題

も解決されつつある。

例えば電子文書管理ソフト「楽２ラ

イブラリ」（ＰＦＵ社）では、従来のバ

インダそのままにファイリングとデータ

管理ができる。そして本物の紙のようにパラパラとページをめくれるのだ。紙からの移行に違和感がないようにと作られたソフトだ

からこその操作性の実現と、驚くほど簡単に紙文書の電子化ができるのが特徴だ。Web ブラウザでのバインダ丸ごと検索・閲覧

もサポート、キャビネットやバインダごとのパスワード設定で運用管理もしやすくなっているのがありがたい。

今まで電子文書化の導入が難しかった企業においても導入可能なレベルに近づいてきてるのではないだろうか。

いずれにせよ、パソコンが普及した現代において電子文書化の流れは変わらない。どの時点で電子文書化を行うか、それぞれ

の企業での見極めが肝心だ。

クリックしながらパラパラとめくる書類やバインダをそのまま再現

楽２ライブラリに関するお問い合わせ　　マーケティング推進 Gr　担当 多田・伊藤　　TEL.046-250-1616

電子文書管理ソフトウェアの変化
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2008 年 11 月 15 日、ISO（ 国 際 標 準 機 構 ） か ら、

ISO9001:2000 の追補改正版として ISO9001:2008 が発行

されました。現在 ISO9001:2000 の認証を取得している組

織で ISO9001 の認証を継続する場合は、2008 年版への移

行が必要です。

今回発行された 2008 年度版は、①要求事項の明確化　②

ISO/TC176（品質管理及び品質保証）による公式の解釈を

必要とするようなあいまいさの除去　③ ISO14001との両立

性向上　の 3 点を目的としています。

当社では 2009 年 10 月に定期審査とともに移行審査を実施

し、2008 年版の認定を取得いたしました。移行にあたり、

2008 年版の改訂点を理解しシステムの見直しを行ったとこ

ろ、大きな変更は必要なく、また内部監査員や社員への教育

も、改訂に伴う当社システムへの影響などを資料にまとめ解

説し、スムーズに理解を得ることが出来ました。

まだ移行を行っていない組織は、今年の 11 月 14 日までに移

行を完了させなければ、ISO9001 を失効することになります。

移行審査は今年の夏ごろがピークであろうと言われています

が、審査判定会の承認には１カ月から１.5 カ月かかるそうなの

で、この期間も考慮して移行完了が 11 月 14 日をこえないス

ケジュールで計画されることと思います。組織にかかわる全て

の方は、移行がスムーズに行えるよう準備と協力が必要です。

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　2010 年 3 月 20 日発行　第 24 号（年４回発行）
発行・編集  株式会社 富士テクノソリューションズ 経営管理部
神奈川県横浜市港北区新横浜 3-6-12 日総第 12 ビル 5F 電話 045-470-0035

定 期 送 付（ 無 料 ）をご 希 望 の 場 合、左 記 までご 連 絡くだ さい。
記載されている会社名、製品名は各社の登録商標または商標です。
本誌掲載記事および写真等の無断複写・複製・転載を禁じます。

リポート
●　ＩＳＯ９００１：２００８への更新時の変更内容について　●

Customer's  Interview

決め手は、エンジニアの方の技術力

第１シャシー設計部レクサスシャシー設計室 　主幹    河野　忠士様
トヨタ自動車株式会社

河野様には、お忙しい中、
ご協力いただきありがとうございました

Q現在、御社ではどのような業務内容を

アウトソーシングサービスで利用され

ておりますか？

AＣＡＴＩＡによる設計のための技術支援とし

て、特に部品設計の３Ｄモデリング、ＣＡ

Ｅ解析、図面作成などの業務をお願いして

います。　　　　　　　　　　　　　　

通常は社内戦力で対応していますが、プロ

ジェクトの性格に応じて特に３Ｄモデリングの

スキル、スピードが要求される時にお世話

になっています。

Qアウトソーシングサービスを利用する

にあたって、社内体制などはどのように

変化して行くとお考えですか？

Aアウトソーシングサービスは、野球に例

えるとピンチヒッターと捉えています。

設計という業務を行なっていく中でもさまざ

まな過程（工程）があり、１人のエンジニア

が各工程のプロになるには最低でも数年を

要します。効率良く社内体制を構築する上

では、一芸に秀でるアウトソーシングサービ

スを利用させていただきながら、人材育成

と商品開発を両立できるよう変革していくの

が理想的と感じています。

Q富士テクノソリューションズをご利用い

ただく決め手はなんでしょうか？

A一番の決め手は、エンジニアの方の技

術力です。またこちらのニーズに合わ

せ、スピーディに対応していただける営業の

方の対応力も非常に魅力的と感じています。

Q富士テクノソリューションズとはどのよう

な企業だと思われますか？率直なご意

見をお聞かせください。

A社員教育が行き届いており、こち

らの要望に合わせた人材をタイム

リーに紹介していただける良い会社だと

感じています。

Q富士テクノソリューションズのエンジニ

アのスキルはいかがですか？ また富士

テクノソリューションズに対して要望はありま

すか？

Aお世話になっているエンジニアの方は

非常にスキルが高いと思います。強い

て要望を挙げるとすると、契約料金でしょう

か？（笑 ）　　　　　　　　　　　　　　

これまでも長期的にご協力いただいていま

すが、今後もぜひご協力をお願いしたいと

考えています。
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